
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日 程  令和８年８月２９日（土） 

 会 場  奈良県社会福祉総合センター 

 主 催  社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会 

  共 催  奈良県  

 

 

 

 

 

 

 

  共同募金の助成金をうけ 

開催します 

    

 

 

 

－ 協力 － 

奈良県生活協同組合連合会・市民生活協同組合ならコープ 

 

－ 後援（予定） － 

奈良県市長会 奈良県町村会 

奈良県民生児童委員連合会 奈良県市町村社協事務局長会 奈良県内社協職員連絡会 

日本青年会議所近畿地区奈良ブロック協議会 奈良県中小企業家同友会 

奈良県ボランティア連絡協議会 奈良新聞社 奈良テレビ放送 ＮＨＫ奈良放送局 



 

●ね ら い   住み慣れた地域で安心して暮らし続けることは誰もが望みますが、そこには様々な困りごと

があり、暮らしづらさを感じる場面も少なくありません。そんな中、顔の見える身近な地域で

住民同士が力を合わせて支え合う小地域福祉活動が県内でも広がり、わたしたちの暮らしの

大きな安心感につながっています。 

このサミットは、そのような活動をしている方々が一堂に会し、取組のコツや工夫を学び

合い、より一層元気な活動が広がることを目指して開催します。 

 

●内  容 

 

 
「身近な地域、身近な世代と、身近くつながる」 

講師 高野 和良 氏（九州大学大学院 人間環境学研究院 共生社会学講座 教授） 

 

 

 
 顔が見える地域には、安心がある 

〜日頃のつながりが育む、気にかけ合う関係性〜 

地域で安心して暮らし続けるためには、困ったときだけでなく、普段から顔を合わせ、声をかけ合える

関係が大切です。「元気にしてる？」「最近会わないね」といった、なにげない気づきや気遣いは、日

頃のつながりがあるからこそ生まれるものです。 

本分科会では、人と人が出会う日常的な活動や居場所の工夫を重ねながら様々な活動のカタチを生み出

してきた実践から、続けたくなる地域活動のヒントを探ります。 

 

実 践 報 告  早瀬 正子さん（大和高田市／ボランティアグループ花水木） 

辰巳 好夫さん（三郷町／美松ヶ丘鳩の会） 

辻 善文 さん（上牧町／葛城台コミュニティーねっと） 

コーディネーター  高野 和良さん（九州大学大学院 人間環境学研究院 共生社会学講座 教授） 

＜講師プロフィール＞ 

熊本県生まれ。九州大学大学院文学研究科修士課程修了。 

社会保障研究所（現 国立社会保障・人口問題研究所）研究部研究員、山口県立大学社会福祉学部教授を経て、 

現職。急速に進む世帯の小規模化や人口減少に向き合うために何が必要なのか、主に西日本の過疎地域でフィー

ルドワークを行いながら、社会学的な視点から研究を行う。 

人口減少や高齢化が進むなか、多くの人が住み慣れた地域で暮らし続けてい

ます。互いを気にかけ、ゆるやかに支え合うつながりがあり、集まる機会や

場所をたくさん持っている地域社会は安定していると言えます。住民の活動

や居場所づくりは、地域にどのような意味を持つのか。今後の日本社会の縮

図とも言える過疎地域の実践や調査をもとに、人口減少社会における地域の

可能性をひもときます。 

基調講演 

第１分科会 



 

 いろんな入り口から始まる居場所づくり 

～「好き」「やってみたい」が地域のかかわりを広げる～ 

「好き」や「やってみたい」という思いをきっかけに始まった活動が、地域の中には数多くあります。

一人ひとりの興味や関心から始まった活動に、人が集まり、仲間ができ、少しずつ関係の広がりや深ま

りがうまれていきます。それは地域の居場所や役割の創出、支え合いにもつながる可能性も秘めていま

す。 

本分科会は、一見すると福祉とは違うように見える多彩な活動の中にある、地域でともに暮らすための

大切なヒントを探ります。 

 

実 践 報 告  葛本 鈴子さん（橿原市／つどう・会） 

          山本 栄二さん（平群町／蓮友の会） 

          （調整中／曽爾村） 

コーディネーター  宇城 絵美さん（NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター） 

「一緒だからできること」 

～多様な主体がチカラを持ち寄る地域づくり～ 

地域には、住民だけでは解決が難しい課題がある一方、その外にも「地域のために何かできれば」と思

う人や団体がいます。「こんなこと、一緒にできませんか？」。そんな一声から、新しい地域のつなが

りが始まることも。 

お互いの得意を知り、それぞれが持つチカラを少しずつ持ち寄ることで、地域に新しい景色が生まれて

います。さまざまな実践を通して、「一緒だからできること」を考えてみましょう。 

 

実 践 報 告  尾崎 晶子さん（奈良市／飛鳥地区社会福祉協議会） 

                    布施 憲一さん（奈良市／合同会社しあわせ工房） 

          山形 綾子さん、前澤 睦さん（桜井市、NPO法人 Life for cats in NARA） 

          三浦 明利さん、峯 恭子さん（大淀町／光明寺子屋） 

 コーディネーター  岡本 晴子（奈良県社会福祉協議会） 

 

 
【体験型分科会】つくって描いてふれ合おう「まちの図工室」 

～アートとものづくりを楽しみながら広げる地域の輪～【定員40名・先着順】 

木の板に絵を描いたり、木の切れ端や不要な生活用品で工作したりしながら、子どもも大人もお年寄り

もわいわいがやがや。自由なアート、ものづくりを楽しむ中から、自然に地域の輪をはぐくむ知恵、 

「文化的処方」が生まれます。 

この分科会では、三重県名張市のクリーニング店だった建物に、誰でも気軽に立ち寄れる「図工室」を

開いた長岡造形大学（新潟県長岡市）の取り組みを披露していただきます。 

難しい理屈は一切なし。思い思いのアートづくりを楽しんでもらう時間が中心です。「わたしたちもや

ってみようかな」という声が上がること、受け合いです。 

 

報告・制作指 導  福本 塁さん（まちの図工室統括責任者、長岡造形大学 准教授） 

          山口 貴一さん（まちの図工室管理人、長岡造形大学 助教） 

材 料 協 力  森ある暮らしラボ（明日香村） 

第２分科会 

第４分科会 

第３分科会 



●開催日程  令和 8 年 8 月 29 日（土）  9：45～       受付開始 

                            １０：00～１０：15  開会挨拶・オリエンテーション 

                            １０：1５～11：30  基調講演 

                            １1：3０～１３：00  昼休憩 

                            １３：00～１６：００  分科会 
 

●会   場  奈良県社会福祉総合センター ６階大ホールほか （橿原市大久保町３２０－１１） 
 

●参加対象  地域で活動している方々、民生･児童委員、ボランティア･NPO 等の活動者、当事者、 

市町村社協役職員･関係者、地域包括支援センター職員、社会福祉施設役職員、行政 

職員など。また、地域福祉に関心のある方ならどなたでもご参加いただけます。 

 

●定 員  ４００名（定員になり次第、締切とさせていただきます） ※現地会場のみ 

●参 加 費    無料 

●連絡事項  参加に際し配慮(手話通訳、要約筆記等）の必要な方は、事務局まで事前にお問い合せください。 

          昼食は各自ご用意いただくか、お弁当の斡旋（事前申込制、1,130 円税込・お茶付）をご利用

ください。 

●申込手順  

●現地会場案内 

鉄道アクセス 

近鉄橿原線「畝傍御陵前（うねびごりょうまえ）駅」 

東側出口徒歩３分 

 

※できるだけ公共交通機関をご利用ください。 

※お車の場合は、駐車場が少ないため、隣接の有料駐車場 

をご利用ください。（520円/日） 

※マイクロバス等の駐車場については、近隣の有料駐車場 

をご案内しますので、お問合せください。 

 

 

 

 

•申込締切 令和８年８月２1日（金）必着 （定員となり次第締切）

•申込方法 オンライン申込（右のＱＲコードをご利用ください）
※ＦＡＸをご希望の場合は、所定の様式をご利用ください

①申込

•受付後、「受付確認票」「参加券」を送付します。

•お弁当申込の場合⇒上記の他に「弁当代請求書」と「弁当引換券」を送付しま
す。事前に入金をお願いします。（ご入金後のキャンセル・返金はできません）

•8月25日（火）までに受付確認票が届かない場合は、事務局へご連絡ください。

②受付

•「参加券」と「弁当引換券（申し込まれた方）」をお持ちください。

• 参加をキャンセルされる場合は、必ず事務局へご連絡ください。
③当日

＜問合せ先＞ 

奈良県社会福祉協議会 地域福祉課【サミット担当】 

TEL：０７４４－２９－０１００（内線 122）  FAX：０７４４－２９－０１０１ 


